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プロバイオティクスの定義 
( Probiotic ) 

「宿主の動物で腸管内微生物のバランスを改善して
良い効果がある生きた微生物の飼料添加」 

Fuller( 1989 ) 
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環境･飼料 

暑熱･寒冷 

プロバイオティクス 

消化管内での 

有害微生物の増殖 

有用微生物
の増殖 

   消化器免疫の向上     生体免疫の向上 

多種多様なストレス 

疾病予防 

繁殖 

増体の向上 

乳量・乳質 



ビオスリー（ﾋﾞｵｽﾘｰＡ） 
Clostridium butyricum TO-A（酪酸菌） 

〈ｸﾞﾗﾑ陽性・偏性嫌気性菌〉 

:揮発性脂肪酸の産生 

 

Streptococcus faecalis T-110（乳酸菌） 

〈ｸﾞﾗﾑ陽性・通性嫌気性菌〉 

 

Bacillus mesentericus TO-A（糖化菌） 

〈ｸﾞﾗﾑ陽性・偏性好気性菌〉 

:アミラーゼの産生 

1材料及び方法① 
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1材料及び方法② 

試験①    ビオスリーＡの腸管内への移行試験 

       （１）肥育後期飼料中にビオスリーＡ0.28%添加 

       （２）投与牛糞便中の菌数の測定 

           Streptococcus faecalis T-110（乳酸菌）       

             Clostridium butyricum TO-A（酪酸菌）  

             Bacillus mesentericus TO-A（糖化菌） 
             

 

試験②    子牛の下痢に対するビオスリーＡの効果 

   （１）下痢症状示す子牛の糞便中の細菌叢の調査 

（２）下痢症状示す子牛へのビオスリーＡの投与 

 

 

便性状、糞便中の総菌数・大腸菌数にて評価 

 



1材料及び方法③ 

試験③      Clostridium perfringensに対する 

ビオスリーＡの予防効果① 

 ビオスリーＡ投与農場と非投与農場との 

Clostridium perfringensの保有状況の調査 

 

 

糞便中の保有率と保菌数にて評価 
             

 

試験④      Clostridium perfringensに対する 

             ビオスリーＡの予防効果② 

肥育農場における2003～2010年の 

壊死性腸炎の発生率を調査 

(2004年以降、ビオスリーＡを投与) 

 

       



ビオスリーＡの腸管内への移行 
 ﾋﾞｵｽﾘｰA添加時の糞便への移行 

 TMR中0.28%(配合飼料中0.4%)給与 
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1結果～試験①～ 
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下痢子牛の腸内細菌叢 
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1結果～試験②～ 



下痢子牛における腸内細菌叢の変化 

1結果～試験②～ 
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No, 

初診時 
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第１病日 第２病日 第３病日 第４病日 第５病日 第６病日 第７病日 

1 9日 黄白水様 黄白水様 黄白泥状 黄白泥状 黄白軟便 黄白軟便 正常便 

2 19日 黄白泥状 黄白泥状 黄白泥状 黄白軟便 黄白軟便 黄白軟便 黄白軟便 

3 19日 黄白泥状 正常便 正常便 正常便 正常便 正常便 正常便 

4 32日 褐色泥状 褐色泥状 褐色泥状 正常便 正常便 正常便 正常便 
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下痢子牛における腸内細菌叢の変化 

1結果～試験②～ 
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No, 

初診時 
日齢 

第１病日 第２病日 第３病日 第４病日 第５病日 第６病日 第７病日 

1 9日 黄白水様 黄白水様 黄白泥状 黄白泥状 黄白軟便 黄白軟便 正常便 

2 19日 黄白泥状 黄白泥状 黄白泥状 黄白軟便 黄白軟便 黄白軟便 黄白軟便 

3 19日 黄白泥状 正常便 正常便 正常便 正常便 正常便 正常便 

4 32日 褐色泥状 褐色泥状 褐色泥状 正常便 正常便 正常便 正常便 
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Ａ農場 Ｂ農場 Ｃ農場 

ビオスリーＡ投与牧場
(n=6) 

ビオスリーＡ非投与牧場 

(n=10) 
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1結果～試験③～ 
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クロストリジウム感染症の発生と 

乳酸菌（ﾋﾞｵｽﾘｰ）の影響 

ﾋﾞｵｽﾘ-Aの飼料中への添加 

1結果～試験④～ 
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1まとめ 

ビオスリーＡに含まれる各菌株が腸管内で増殖する 

①総菌数・大腸菌の増殖を抑制    

                  消化管感染症の抑制 

 

②Clostridium perfringensの保菌数を抑制   

                壊死性腸炎の発症率を抑制 

 

消化管感染症・壊死性腸炎への治療と予防効果に有用 


